
モノクロル飛ンゼンの濃縮度試験成績報告書

∠　試験期間

．z　試　料　名

　　分子式

　　構造式

昭和50年3月22日～昭和50年7月25日

モノクロルベンゼン　（試料雁K－30）

σ8Hむ2

ぐr伐

3．　試験方法及び条件

馨講…一開一・
　3ノ　試験装置及ぴ機器

　　　　　水系環境調節装置　　　流水式

　　　　　ガスクロマトグラフ　　検出器FID’

　32　試験条件

　3ユ！　TL皿試験

　㈲　試験魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　　　　　ヒメダカ平均体重013g　塩化第二水銀検定合格魚

　　　　　※田端健二用水と廃水∠丑，1297～！303（1972）

　（b）分散剤

　　　　　ポリオキシエチレン高級脂肪酸グリコールエステル

　　　　　　（高級脂肪酸：リシノール酸水素添加物）

　　　第！濃度区　試料　　／O　gに対し　分散剤　2・5g使用

　　　第2濃度区　　試料　　／gに対し　分散剤　25g使用

　（c）

（d）

3エ2
（a）

切
に

試験温度　　25±2℃

結果48TL皿！7ppm
　濃縮度試験

試験魚

　コィ，平均体重　約3．Z　g

　　　　平均体長　約！2cm

試験温度　　25±・z℃

試験濃度

　設定値

48TL皿値　／7ppnであり、その

濃度とした。

第／濃度区
　　　　　　／
／7PI皿×

1　　　　　1
　　　　　　を設定
／00，　／000

第2濃度区

実測値

　　表一1

　　≒0！5’ppm100

　　　　　　／
17P皿×／0。0≒00／ゆm

濃縮倍率を求めるための平均濃度（p画）

2　W 3　W 4W　　　　6　W 8　w

第／濃度区 00460 004129 00448　　00462@　　　！
0．0¢96

第2濃度区 00080 00084
　　　　iOOO86100086

0．0088

（以下余白、次頁に続ぐ）



3．23　分析試料の前処理

　　　　　　　魚　体

　　　　　　　　・体重・体長測定

　　　　　　　　・細片する

　　　　　　　　←蒸留水／o］皿

　　　　　　　　・氷冷下でホモジナイズ

　　　　　　　　←6R塩酸！5m■

　　　　　　　　←二硫化炭素．2Jm■

幽叢総包回
　　　　　　　　　　「・無　ナトリウムで脱水

　　　　　　　　　　　・KD濃縮

　　　　　　　　　　　　　　r第／濃度区　2よ田■
　　　　　　　　　　　’定容1第2嚴区！。皿

　　　　　　　　幽

32・4　分析条件

　　　ガスクロマトグラ7（Gσ）検出器FエD

　　　　キヤリァ分ス　N，

　　　　充てん剤　2多ア直弟／L／クロモソルプW

　　　　ガラスカラム　　2m皿φ×3m

　　　　カラム温度　　60℃～80℃　／分間保持昇温速度！0℃／min

　　　　　　　　（以下余白、次頁に続く）

発　試験結果

　　　　　　表　一　．z

　第1濃度区1
　　　　　　38！

　　　　　　　第2濃度区1228

　　　　　　　6．9

濃縮倍率

3　W 4　W 6　W 8　W 付図 付表
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